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１．はじめに 

水道用硬質塩化ビニル管は、通常地中

に埋設して使用しますが、給水管等に於いて

は、屋外に露出状態で使用される場合があり

ます。この場合、紫外線等により管表面が劣

化するため、塗装を施すなどして、劣化を防

止する必要があります。 

２．紫外線による管表面の劣化 

硬質塩化ビニル管は、長時間暴露すると表面

が白化し、引張強さや硬度が増加しますが、

逆に伸び率等が低下する傾向があります。結

果、水圧に対する耐久性に差はありませんが、

耐衝撃性能が低下し、割れやすくなります。 

３．露出配管時の対策 

  硬質塩化ビニル管を屋外に露出配管する場合

には、直射日光による管の劣化を防ぐ為に防

護カバーをつける等、対策を施す必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、管表面を塗装することでも、劣化を防

止することができます。 

４．塗装効果の検証 

  耐候性の高い塗料としてウレタン系、アクリ

ルシリコン系、フッ素系の３種類を選定し、

それぞれ、水性、溶剤系について評価しまし

た。また、フッ素系塗料に関しては、プライ

マー処理の有無も評価しました。 

  評価の結果、各塗料共に硬質塩化ビニル樹脂

の強度に影響は無く、問題なく使用できるこ

とを確認できました。また、暴露試験の結果

から、塗装した硬質塩化ビニル樹脂は、暴露

試験後も伸びが低下せず、劣化を防止できる

ことが確認できました。更に、暴露試験後の

付着性及び作業性を考慮した結果、ウレタン

系、アクリルシリコン系が優位という結果が

得られました（表１）。 

    （出典：水道技術ジャーナル 2016 年 10 月） 

Ｑ 硬質塩化ビニル管を露出配管する上での注意点と対策について教えてください 

表１．硬質塩化ビニルに対する塗装効果の検証 


